
	様式第１　データマネジメントプラン　兼　簡略型データマネジメントプラン　届出書（様式第１）

平成　年　月　日

データマネジメントプラン　兼　簡略型データマネジメントプラン　 届出書

国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構
　理　事　長　　殿

住　　　所
名　　　称
氏　　　名　　　　　　　役職印　　


　　　　　年　　月　　日付け委託契約に基づく開発項目「　　　　　　　　　　　　」に係るデータに関して、「業務委託契約約款」第２８条の４の規定に基づき、下記のとおり届出します。

記

１．データマネジメントプラン　兼　簡略型データマネジメントプラン　　　　１部
















	  契約管理番号
	 ○○○○○○○○－○





備　考：用紙の寸法は、日本工業規格Ａ列４とし、左とじとすること。




別紙１　データマネジメントプラン　兼　簡略型データマネジメントプラン
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様式第２　メタデータ　届出書
	（様式第２）

平成　年　月　日

メタデータ　 届出書

国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構
　理　事　長　　殿

住　　　所
名　　　称
氏　　　名　　　　　　　役職印　　


　　　　　年　　月　　日付け委託契約に基づく開発項目「　　　　　　　　　　　　」に係るデータに関して、「業務委託契約約款」第２８条の４の規定に基づき、下記のとおり届出します。

記

１．メタデータ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１部

















	  契約管理番号
	 ○○○○○○○○－○





備　考：用紙の寸法は、日本工業規格Ａ列４とし、左とじとすること。




別紙２　メタデータ
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別紙３　データマネジメント企画書
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（別紙1）　     データマネジメントプラン　兼　簡略型データマネジメントプラン　　　　NEDO

契約管理番号　○○○○○○○○－○

新規　/　修正または追記　　　　　　　　　　　　　　　　   注１） 提出日

法人名等

注１）新規か修正・追記かを選択すること。

データNo. データ名称（注２） 管理者 分類 公開レベル 秘匿理由 秘匿期間 取得者 取得方法 その他

1

〇〇実証においてセン

サより撮像したデータ

及び関連データ

独立行政法人〇〇研

究所

委託者指定データ

レベル４

（広範な提供・利活用

予定）

秘匿しない 秘匿期間なし

独立行政法人〇〇

研究所

プロジェクトにおいてセン

サを用いて自ら取得

2

○○のシミュレーション

データ

同上自主管理データ

レベル３

（PJ参加者以外の第

三者にも提供・利活用

予定）

事業化に向けて市場

の競争力を確保する

ため

PJ終了後１年間未満 同上

シミュレーションソフトを

用いて自ら取得

3

○○のシミュレーション

データ

同上自主管理データ

レベル２

（PJ参加者間のみで

共有・利活用予定）

事業化に向けて市場

の競争力を確保する

ため

4

○○のシミュレーション

データ

自主管理データ

レベル２

（PJ参加者間のみで

共有・利活用予定）

取得又は収集した

データの利用許諾等

に制限があるため

5

○○のシミュレーション

データ

同上自主管理データ

レベル２

（PJ参加者間のみで

共有・利活用予定）

取得又は収集した

データの利用許諾等

に制限があるため

6

7

8

9

10

委託研究開発におけデータマネジメントに関する運用ガイドラインガイドライン(H29年12月経済産業省) を参照の上、記入すること。

必須記入項目 公開レベル３又は４を選択した場合、必須　（注３）

データの説明

〇〇実証においてセンサより撮像したデータであり、

道路の画像データ

〇〇を予想するためシュミレーションによって得られた

〇〇データ



〇〇を予想するためシュミレーションによって得られた

〇〇データ



〇〇を予想するためシュミレーションによって得られた

〇〇データ

〇〇を予想するためシュミレーションによって得られた

〇〇データ

注２）再委託先の取得するデータについても記入すること。

注３）当初レベル１、レベル２の場合でも、プロジェクトの進展に伴い、レベル３またはレベル４に修正された場合は、公開レベル３又は４の必須項目を記入するこ

と。

注４）データの個数が１１以上ある場合は、二枚目のシートを作成すること。

注５）委託者指定データの指定方法についてより適切な提案がある場合などはその他欄に記入の事。

区別 平成　　　年　　　月　　　日

事業開始年度 平成　　　年度



開発項目
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データNo. データ名称 研究データの想定利活用用途 研究データの利活用・提供方針 円滑な提供に向けた取り組み リポジトリ 想定データ量 加工方針 その他

1

〇〇実証においてセ

ンサより撮像したデー

タ及び関連データ

交通状況の分析ソフトを開発する他のプロジェクト参加者と共

有することで、プロジェクトの目的であるソフトの開発に貢献

する。また、事業終了後も、人工知能技術における学習用

データセットへの応用可能性が十分に考えられる。

プロジェクト期間中：同一プロジェクト参加者には無償で提

供。

プロジェクト終了後：一定期間後に広く公表する。但しデータ

のクレジット表記を条件とする。

　関連するプログラム製作者とセットでプロジェクト参加者以

外の者へ無償で利用許諾できないか検討する。また、プロ

ジェクト参加者以外の者への提供時期は市場での競争力を

踏まえ、委託者と協議して決定する。

期間中：自社に保存

終了後：自社に保存

ファイル形式：Exsel　メタ

データ：日付、気温、天候等

その他：個人情報を含む

データは他者に提供する場

合には本人の同意を得るこ

とや特定の個人を識別でき

ないように加工することが必

要になることに留意する

　　例えば、サンプル

データやデータ提供

サイトのURLを記載す

る。

2

○○のシミュレーショ

ンデータ

シミュレーション結果は他のプロジェクト参加者で共有する。

プロジェクト期間中：同一プロジェクト参加者には無償で提

供。

プロジェクト終了後：一定期間後に事業の実施上有益なもの

に対しての提供を開始。但しデータのクレジット表記を条件と

する。

関連するプログラム製作者とセットでプロジェクト参加者以外

の者へ有償または無償で利用許諾できないか検討する。ま

た、プロジェクト参加者以外の者への提供時期は市場での競

争力を鑑み、プロジェクト終了後1年後を想定。

期間中：自社に保存

終了後：自社に保存

メタデータ：環境条件と計算

結果概要

その他：最適なフォーマット

は他のPj参加者と協議す

る。



　　例えば、サンプル

データやデータ提供

サイトのURLを記載す

る。

3

○○のシミュレーショ

ンデータ

期間中：

終了後：

4

○○のシミュレーショ

ンデータ

期間中：

終了後：

5

○○のシミュレーショ

ンデータ

期間中：

終了後：

6

期間中：

終了後：

7

期間中：

終了後：

8

期間中：

終了後：

9

期間中：

終了後：

10

期間中：

終了後：

公開レベル３又は４を選択した場合、必須
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　　　(別紙２）　　　メタデータ　　　　　　　　　NEDO

契約管理番号　○○○○○○○○－○

公表可能データ

データNo. データ名称

管理者

プロジェクト終了後の

リポジトリ

概略データ量 研究データの利活用・提供方針 連絡先

備考

1

〇〇実証においてセン

サより撮像したデータ

及び関連データ

独立行政法人〇

〇研究所

自社に保存 １００GB提供の可否および条件は個別に相談 　

2

○○のシミュレーション

データ

同上

自社に保存



１０GB同上

3

4

受託者は、本書の提出をもってNEDOが本書の内容をデータカタログで公表することに同意するものとする。

受託者は、プロジェクト終了後に自主管理データを削除・破棄する場合は、備考欄にその旨を記して、本書を提出しなおすものとする。　その再提出をもってNEDOは掲載等を中止する。

独立行政法人〇〇研究所

平成　　　年　　　月　　　日



データの説明

〇〇実証においてセンサより撮像したデータであり、道路の画像データ　（日

付、気温、天候を含む）

〇〇を予想するためシュミレーションによって得られた〇〇データ　（計算の前

提となる条件を含む）



事業開始年度

事業名
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(別紙３)　 データマネジメント企画書       　NEDO 

契約管理番号　○○○○○○○○－○

（１）研究データ基本情報

データNo. データ名称

取得者 管理者 分類 取得方法

秘匿理由

期間

リポジトリ 想定データ量 加工方針

その他



1

〇〇実証においてセン

サより撮像したデータ

及び関連データ

独立行政法人

〇〇研究所

独立行政法人

〇〇研究所

委託者指定

データ

プロジェクトに

おいてセンサ

を用いて自ら

取得



プロジェクト期間中は第三者に

対して秘匿

期間中：自社に保存

終了後：NEDOに提出

１００GB

ファイル形式：Exsel

メタデータ：日付、気温、天候等

その他：個人情報を含むデータは他者に提

供する場合には本人の同意を得ることや特

定の個人を識別できないように加工すること

が必要になることに留意する



　

2

○○のシミュレーション

データ

同上 同上

委託者指定

データ

シミュレーショ

ンソフトを用い

て自ら取得



プロジェクト期間中は第三者に

対して秘匿

期間中：自社に保存

終了後：NEDOに提出

１０GB

ファイル形式：Exsel

メタデータ：環境条件と計算結果概要

その他：最適なフォーマットは他のPj参加者

と協議する。



3

4

（２）研究データの想定利活用用途　　＊（１）で取り上げた各データについて記入　　経産省ガイドライン14～18ページ参考

データ１

データ２

データ３

データ４

（3）研究データの利活用・提供方針　　＊（１）で取り上げた各データについて記入　　経産省ガイドライン14～18ページ参考

データ１

データ２

データ３

データ４

（４）円滑な提供に向けた取り組み　　＊（１）で取り上げた各データについて記入　　　　経産省ガイドライン14～18ページ参考

データ１

データ２

データ３

データ４

交通状況の分析ソフトを開発する他のプロジェクト参加者と共有することで、プロジェクトの目的であるソフトの開発に貢献する。学習用データセットへの応用可能性が十分に考えられる。

プロジェクト期間中：同一プロジェクト参加者には公開

プロジェクト終了後：NEDOに提出



平成　　　年度

連絡先

事業名

事業開始年度

シミュレーション結果は他のプロジェクト参加者と共有する。



注１）委託者指定データの指定方法についてより適切な提案がある場合などは備考欄に記入の事。

（５）備考　　　　　　　　　　注１）　　



NEDOに提出



平成　　　年　　　月　　　日

NEDOに提出

データの説明

〇〇実証においてセンサより撮像したデータであり、道路の画

像データ

〇〇を予想するためシュミレーションによって得られた〇〇デー

タ



独立行政法人〇〇研究所



プロジェクト期間中：同一プロジェクト参加者には公開

プロジェクト終了後：NEDOに提出


